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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
発災翌年の令和元年度には、今後の発災時に備えて安全な避難ができるよう、
豪雨災害発生前後に生じた避難に関する問題を各地区の住民同士で共有し、
避難地・避難経路の今後の整備の進め方などをワークショップで議論しました。
その結果を受けて、
災害時だけでなく平常時にも活用することができる駐車場の整備や進入路の拡幅を行っています。
また、施設整備をもって事業を完結させるのではなく、住民説明会や防災研修会を通して、
施設整備の意図や利用方法などを理解していただき、市と住民で情報共有を行っています。

新井大地(ARAIDaichi)
テキストボックス
　永野委員提出資料　資料５　
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